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図書館ホームページに
便利な機能を追加しました

市民の実行委員会型によるまちづくり
「砂沼フェスティバル」

平成24年度
水道事業の業務状況
平成24年度
水道事業の業務状況
予算の執行状況予算の執行状況

区　　分区　　分 執　行　額執　行　額 対予算比率対予算比率

収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

999,213,852円
942,732,761円
117,067,000円
424,638,659円

予　算　額予　算　額

988,001,000円
983,786,000円
117,067,000円
430,123,000円

101.1％
95.8％
100.0％
98.7％

損益計算書損益計算書
費　　　　用費　　　　用 収　　　　益収　　　　益

1.営業費用
2.営業外費用
3.経常利益
費用合計

1.営業収益
2.営業外収益

収益合計

816,327,292円
142,472,148円

958,799,440円

748,574,747円
155,305,467円
54,919,226円
958,799,440円

借入資本金の種類と借入高借入資本金の種類と借入高
借入資本金の種類借入資本金の種類 借　入　高借　入　高

4,028,118,072円
341,497,743円
768,689,000円

5,138,304,815円

財務省財政融資
公営企業金融公庫
銀行等資金
合　　計

貸借対照表貸借対照表
資　　　　産資　　　　産 負　　債　・　資　　本負　　債　・　資　　本

固定資産合計
流動資産合計
資産合計

負債合計
資本合計
負債・資本合計

105,207,805円
11,007,570,842円
11,112,778,647円

10,657,822,128円
454,956,519円

11,112,778,647円

有料広告欄

館
だより

図
休館日

9月の図書館カレンダー

※９月１６日（祝）・9月２３日（祝）は、午前９時から午後５時まで
　開館します。
※９月２５日（水）は、館内整理日のため休館します。

下妻市立図書館　☎43-8811
貸出時間　平　　日 ： 午前10時～午後７時
　　　　　土・日・祝 ： 午前９時～午後５時

　図書館では、市内在住の中学生以上の方を対象に、「図
書館ホームページから貸出中の資料を予約できる機能」を
追加しました。
　図書館ホームページからの予約には、「図書館利用カー
ド」と「パスワード」が必要になります。パスワードは図
書館窓口で発行しますので、図書館利用カードと本人確認
の証明書（運転免許書、健康保険証など）をご持参くださ
い。
　予約した資料の貸出準備ができた時には、電子メールも
しくは電話でお知らせしますので、この便利な機能をぜひ
ご利用ください。

【図書館ホームページ】
　http://www.lib.shimotsuma.ibaraki.jp/
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  中高生が選ぶ

「注目の１冊」コーナーを設置

　夏休み期間中に図書館で職場体験を実施する中高
生がおススメの本を紹介しています。若い力が選ぶ
本はとても魅力的で注目の１冊です。手にとって一
緒に楽しみましょう。
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市
民
、
市
民
活
動
団
体
、
民
間
企
業
や

商
店
街
な
ど
の
民
間
組
織
、
自
治
会
な
ど

の
地
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組
織
、
市
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を
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と
す
る
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な
ど
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あ
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市
で
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き「
水
道
事
業
の
業
務
状
況
」を
年
２
回
公
表
し

て
い
ま
す
。今
月
は
、平
成
24
年
度
の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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年
３
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日
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３
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８
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水
世
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１
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１
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世
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す
。
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●収益的収支
　当該年度の企業の経営活動で発生する収益（収入）と、それに
対応する費用（支出）で、主な収入は水道料金です。支出には水
道水提供に要する経費のほか、職員給与費、支払利息、建物など
の固定資産の減価償却費などが計上されます。
●資本的収支
　水道水の安定供給を維持し、利用増に対処するために要する諸
設備の整備・拡充などの資産の取得に要する経費や、施設の取得
に要した企業債の元金償還金などの支出と、資産の取得に要する
企業債などの収入が計上されます。

●借入資本金
　長期借入金です。水道管など水道施設の建設費用のために用い
られます。借入高は返済のすんでいない借入金の残高を示します。
●損益計算書
　一定期間の企業の経営成績を示す報告書で、その期間内に得た
収益から、それを得るために要した費用を差し引く形で、損益の
発生原因とその期間の純利益（または純損失）を明らかにした報
告書です。
●貸借対照表
　企業の一定時点における財政状態を明らかにするために、資産、
負債、資本を一表に記載した報告書で、一般的に「バランス・シー
ト」と呼ばれています。

用 語 解 説

問い合わせ　
上下水道課
☎４４-５３１１


